特定非営利活動  （NPO）法人　  やましろ里山の会週刊ニュース　　2015年12月03日　593号
●オオムラサキ観察台完成28日登り初め　
12名が集まり完成を祝いました。朝は曇り空でかなり気温が低く冷たい朝でした。10月は竹蛇籠の設置という大仕事を完成させて、11月には日本では最初かと思われるオオムラサキの観察台を完成させました。すごい成果の連続です。金曜日には有田さんを中心に最後の作業階段の取付けと踊り場の床の張り付けを行って、28日の上り初めを迎えました。基礎杭を打ちこんで以後、試行錯誤と思案の繰り返し、最終盤で少し無理をした不十分なところをつくろいながら、40日で完成となりました。理事長の挨拶に続き、オオムラサキ調査観察を中心に里山農園の経過報告、次に里山農園の充実発展に協力いただいた5名の皆様に感謝状の贈呈し、完成を祝って善哉で乾杯しました。カラスウリとスズメウリの紅白で飾りつけ観察棟の登り初めを行いました。テープカットでは藤蔓を利用したテープを深田理事長、桜谷先生、有田さんがカットしました。里山の会らしい自然を生かした素晴らしい登り初めの演出がされました。登ってみると予想通り、エノキの葉についているゴマダラチョウの幼虫を発見したと金田さんの説明に一同大感激。また、28日のわずかな時間に落ち葉に付いていて、冬準備のゴマダラチョウ幼虫5匹、オオムラサキ幼虫3匹が発見されました。19日の冬の昆虫調べ観察会が楽しみですね。桜谷先生は昨年の34匹を上回る60匹が目標だと話しています。
一連のプログラムが終わった後、周遊コースつくりのために予定コースにトラロープ140mを張りました。雑草が枯れた冬の間に、「歩きやすく自然の豊かさを学べるルート」を実現します。時間と暇がありましたら、少しの時間でも通路作りに手を貸してください。ご協力をお願いいたします。
●観察台の完成を機に、5名の皆さんに感謝状を贈呈させていただきました、本文を紹介します　桜谷保之先生　「あなたは里山農園と普賢寺地域において自然観察会など生き物調査指導に格別のご指導を賜りました。この功績は誠に偉大であり、山城地域における自然への関心を呼び起こしました。特に国蝶オオムラサキや絶滅寸前種のカスミサンショウウオの発見は特筆すべき成果です。このたびご提案いただきましたオオムラサキの観察台の実現に当たり、長年の尽力に感謝の意を表します」。　
山本照夫様　「あなたは本会発展において自然を大切にする仲間の輪を大きくするスローガンのもとに稲作栽培の世話役を長年賜りました。その功績は誠に大きくて里山の会の活動に貢献いただきました。今回里山農園にオオムラサキの観察台の実現に当たりその功績に対して謝意を表します」。
南五晴様　「あなたは本会発展において自然を大切にする仲間の輪を大きくするスローガンのもとに炭焼き体験に格別のご理解と尽力をいただきました。今回里山農園にオオムラサキの観察台の実現に当たりその功績に対し謝意を表します」。
大村文子様　「あなたは里山農園の開設に当たり、積極的なご理解とご協力を頂き今日の農園活動への一歩を踏み出させていただきました。このたび国蝶オオムラサキの年中観察調査が可能となる観察台の設置に当たり感謝の意を表します」。
南恵美子様　「あなたは里山農園の開設に当たり、積極的なご理解とご協力を頂き今日の農園活動への一歩を踏み出させていただきました。このたびオオムラサキの観察台の実現に当たり謝意を表します」
●朝市に大勢のお客さん、29日　すごい人気　いつもの常連さんが楽しみにお越しです。連続8回目の朝市で、放送で案内を行いますと、すっかりおなじみの皆さんが大勢買い求めていただきました。午前8時から9時までの一時間の出店ですが、新鮮でおいしいとか、大変安いといった声が聞かれました。しかし100円だから、ほしいのだけれど大きすぎて食べきれないといった声も聞かれました。次回は12月27日の年末の日曜日と決めて散会しました。大村、芳川、深田、森島、澤江、小泉さんが早朝から頑張っていただきました。
●炭焼体験の原木とナラ枯れの巨木の伐採6日（日）9時30分里山農園に集合　　
昨年から気になっていたナラ枯れ里山農園の周辺に広がって殆どに葉がつきませんでした。中には小枝に加えて太い枝も落下しています。万一の事故防止のために伐採を急がなくてはなりません。緊急対策として6日に実施します。池の方向へ倒れては後始末が大変なので、うまく倒すために人手が必要です。午前中に切り倒しておきたいと思いますので、ご協力をお願いします。今年最初の炭焼きの原木として使用します。
●河川整備基金に交付助成100万円を申請（27年度の魚とり会場通路整備とイベント助成）
　オンラインシステムでの申請というもので、初めての挑戦でした。パソコンの使い方も不十分でしたので、記入しても記入しても記憶してくれず、小さなミスの連続に気づくことができなかったので、大変時間がかかりました。締め切り直前の28日の日曜日は、朝から何が何でも申請を完成させようと意気込んで打ち込み続けました。しかし同じミスの繰り返しが続き、根気を失いかけること幾度もありました。そのたびに少し休憩して繰り返し気を持ち直して、やり直しました。助言をもらえる先方は土日祭日を休んでいるので、ヒントをいただけず、日曜日の29日は結局悪あがきに終わったようなものでした。月曜日は締め切り日です。朝一番に、問合せ先(東京)に聞きなおして、何とか前に進むことができました。申請本文が完成しましたら、添付書類の記入です。定款や決算書類一式の添付挿入に、深田さんの応援を受けて、やっと完成できました。この基金への申請チャレンジは11月の初めから取り組んでいましたが、最終締め切り時間の18時の1時間前に送信ができました。それにしても最も重要なことは、その時々(里山の会では通常総会)にきちんと記録を作成しておくこと、総会時の諸提案を正確に行うことが常にできているので、必要な場合に間に合ったのです。ご協力に感謝いたします。しかし努力が報われるのは審査に勝ち残らなければなりません。不採択になる場合が50％以上いや70％だということなので、ダメ元と開き直っていますが、難しい申請受付がクリアできたことはうれしいことです。交付決定を楽しみに待ちましょう。
●ミカン農家へ収穫ボランアティア募集　
奮ってご参加ください。先週号でも紹介しましたが、予想を超える大豊作です。かなりの人手が必要です。9時30分JR多賀駅前に集合をお願いします。現地に移動します。現地をご承知の皆様も多賀駅に集まってください。現地は駐車場が狭く押し寄せると混雑しますので、調整のために、多賀駅集合をお願いします。
